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製品プラスチックの資源化に向けた取組 

 

 令和 4 年 4 月に施行された「プラスチック資源循環促進法」に基づき、区では令和 6 年 4 月か

ら、プラスチック使用製品廃棄物（以下「製品プラスチック」という。）の資源回収を始めます。 

 

１ プラスチックを取り巻く環境変化 

  海洋プラスチックごみ問題、気候変動問題などを契機として、国内におけるプラスチックの 

 資源循環を一層促進する重要性が高まっています。 

 

２ 取組の概要 

 ⑴ 新たな資源化の対象 

   当面は、製品プラスチックのうち、プラスチックのみでできているもの（単一素材）を対 

  象とします（参考資料 1－図 1）。 

   したがって、金属などの素材を含む「製品プラスチック」（複合素材）は、資源化の対象外 

  となります。 

   [資源化対象の大きさ等の基準] 

    ・ 一片の長さがおおむね 30㎝を超えないもの。 

   ・ 厚さがおおむね 5㎜を超えないもの。 

   ＜注＞ 

    ・ リチウムイオン電池などのバッテリーや電池・電気を使用する機器、その他収集物 

     の資源化処理の過程において火災等を生ずるおそれのあるものを除きます。 

    【参考】リサイクル工場におけるリチウムイオン電池等が原因とみられる発火事故が増 

       加しています。リチウムイオン電池が押し 

       潰されたときに発火する恐れがあるもの 

       です。 

        発火事故は平成 30年度以降、大幅に増 

       加しています（参考資料 2）。 

 

 

 ⑵ 回収見込量 

   製品プラスチック：500ｔ/年 

 ⑶ 最終目標 

   今後、より多くの製品プラスチック（複合素材）の資源化を目指していきます。 

 【参考】製品プラスチック（単一素材）のこれまでの取扱い 

    平成 19年度まで          不燃ごみ 

    平成 20年度から令和 5年度まで   可燃ごみ 

     ※ 平成 20年度から「容器包装プラスチック」の資源化開始 

    令和 6年度から（予定）       資源 
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３ 資源プラスチックのリサイクルの流れ 

   [家庭]             [中間処理施設]         [再商品化工場] 

  

          

  ①分別・排出           ②選別・保管           ③再商品化 

 

 ⑴ 家庭での分別・排出 

  ア 排出方法 

    区民の方は、「容器包装プラスチック」と「製品プラスチック（単一素材）」を合わせて、 

   中身の見える袋に入れ、資源・ごみ集積所に排出します。 

   ＜注＞ 汚れや付着物は、水で軽くすすぐ、又は不用な布等で拭き取るなどして、汚 

      れが他に遷移しない状態にしていただくようご協力をお願いします。 

  イ 収集方法 

   区は、週 1回、資源・ごみ集積所において回収し、中間処理施設へ運搬します。 

   資源化の対象とならない廃棄物が袋に混入しているなどの場合は、袋が回収されません。 

 ⑵ 中間処理施設（委託）での作業（参考資料 3） 

   区が回収した対象物を中間処理施設で破袋し、対象外品や火災原因物等を除去し、再資源

化事業者へ引き渡せる状態で保管します。 

 ⑶ 再資源化 

   プラスチックのリサイクル方法には、以下のものがあります（参考資料 1－図 2）。 

  ア マテリアルリサイクル（収率 45%以上） 

  イ ケミカルリサイクル 

   ① コークス炉化学原料化（収率 85%以上） 

   ② 高炉還元剤化（収率 75%以上） 

   ③ ガス化（収率 65%以上） 

 

  区では、収率（リサイクル効率）及び費用面から、「ケミカルリサイクル」により再商品化を 

 図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

ベール 
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４ 今後の主なスケジュール（予定） 

  令和 5年 10月 5日  広報新宿、区ホームページ 事業概要の公開 

      10月中旬  周知用チラシ 全戸配布 

      10月下旬～ 住民説明会 

            各地域センター（10か所）において、各 2回 延べ 20回開催 

  令和 6年 1月中旬～ 町会・自治会からの要望に応じ、個別説明会 

       3月中旬  冊子「資源・ごみの正しい分け方・出し方」 全戸配布 

       4月    製品プラスチック資源化 開始 


